
No.５ 令和５年７月２０日（木） 教育目標
○心豊かな子

学 校 だ よ り ○進んで学ぶ子

下野市立石橋北小学校 ℡５２－１１３４ ○健康でたくましい子

あちらこちらで初ゼミの声が聞こえるようになりました。盛夏の到来です。早い
もので、前期前半も終了です。４月の入学式、授業参観から始まり、全校遠足、田
植え、修学旅行といった行事のほか、各学年では様々な体験授業を行い、教室では
学ぶことができない貴重な取り組みを通して、仕事にかかわる人の思い、心のつな
がりや周りの人と協力することの大切さなどを学んできました。
そして、明日からいよいよ子どもたちが楽しみにしている夏休みに入ります。夏

休みは、「学校を離れ、家庭や地域で学ぶ期間」です。夏休みは４２日間ですが、
時間的に余裕のある夏休みだからこそ、各自で何か継続的に挑戦できることを決め、
「最後までやり切った。」という達成感を味わってもらいたいと思います。何かに
向かって挑戦しているときは、充実した自分に出会えます。継続して頑張ることで、
自分に自信がもてます。ご家庭でも、お力添えをお願いいたします。
一人一人にとって充実した楽しい思い出とともに、９月１日（金）には、子ども

たちが全員そろってたくましく成長した姿を見せてくれることを、教職員一同楽し
みにしています。

子どもたちにとって小学校生活の一大行事、会津若松・猪苗代方面への修学旅行
で一回りたくましくなって帰校した６年生。二日間とも天候に恵まれ、予定どおり
の活動ができました。初めて見る物や景色に感動しながら、住み慣れた下野市と比
較しながら過ごしました。帰宅後どのような土産話があったでしょうか。自宅を離
れ、友達と生活を共にする経験を通して、大切な思い出と貴重な体験を得ることが
できました。
保護者の皆様には、事前の健康観察、荷物の準備等ご協力いただきまして、誠に

ありがとうございました。



演劇鑑賞会を行いました。低学年は「泣いた赤鬼」を、高学年は「走れメロス」
を、鑑賞しました。どちらも「劇団め組」の皆さんによる、すばらしい演劇でした。
目の前での演技を目をキラキラと輝かせ、夢中になって鑑賞していました。本物・
美しいもの、そして素晴らしいものに触れることで感動し、想像力が身に付いたと
思います。こうした機会がある下野市の教育は、すばらしいと思います。子どもた
ちは、大満足の様子でした！

【赤鬼が村人を助ける】 【メロスが王城に戻る】 【劇団員全員でお見送り】

研究主題「主体的に学び、高め合う児童の育成～「わかる」「できる」が実感で
きる授業をめざして～」を受けて、宇都宮大学教育学研究科教授日野圭子先生をお
招きして、授業研究会を行いました。教師の発問に対し、子どもたちがつぶやいた
り、自身の考えを自信をもって発表したりしており、子ども同士の良好な関係、授
業者と子どもたちとの温かい信頼関係が伝わってきました。教師のゆさぶりや発問
に子どもたちは、図、絵、テープ図、言葉と様々な考え方やチャンネルを示し、考
え方に広がりが見られました。
教員にとって授業研究・教材研究なくして、授業力の向上はありません。互いの

力量向上を目指し、真剣に話し合ったり、子どもたちのため努力したり、笑い合っ
たりする職員室の雰囲気に癒やされる毎日です。

【プール】 【１年 食育】 【各学級の願い事】 【カブトムシ】【オオムラサキ】

＊前期前半、毎日子どもの安全の見守りをしてくださったスクールガードボランティアの皆様、
地域の皆様、そして石橋北小学校を陰ながら支えてくださっているすべての方々に、心から感
謝申し上げます。夏休み中も、ご近所での見守り等、よろしくお願いいたします。暑くなりま
すが、どうぞご自愛ください。


